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この質問の回答分布の年齢による挑移を一一・一図に示す。国会議員というとき、それは集合的、抽象的存在である。
（１） 
未
成
年
に
お
い
て
は
、
と
く
に
そ
う
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
中
高
校
生
は
、
野
党
の
党
首
を
ほ
と
ん
ど
識
別
で
き
な
い
。
国
会
議
員
の
宿
も
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
は
国
会
議
員
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
う
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
学
生
で
も
国
会
議
員
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ
れ
な
り
に
も
っ
て
い
る
。
中
学
生
で
も
「
わ
か
ら
な
い
」
は
一
五
％
以
下
と
少
な
く
、
高
校
三
年
で
は
三
％
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
未
成
年
の
国
会
議
員
像
は
、
具
象
の
集
合
か
ら
抽
象
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
意
識
形
成
の
早
い
段
階
か
ら
、
抽
象
的イメージそのものを受容していくと考えられる。子どもにとって、具象が理解容易で、抽象が理解困難ということ
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
政
治
家
の
評
価
に
は
、
菅
直
人
を
除
い
て
、
不
信
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
全
年
齢
層
を
通
じ
て
、
政
治
家
が
全
Ⅲ
的
に
否
疋
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
政
治
家
不
信
の
傾
向
が
も
っ
と
も
強
い
高
校
生
で
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
会
識
員
の
評
価
を
見
る
と
、
年
齢
に
よ
る
差
は
あ
る
も
の
の
、
不
信
の
程
度
は
総
理
大
臣
、
知
事
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
国
会
議
員
の
「
信
加
」
に
つ
い
て
、
総
理
大
匝
、
知
事
と
同
じ
質
問
を
行
な
っ
た
。
問伯あ
な
た
は
、
こ
こ
に
あ
げ
る
人
た
ち
を
信
頼
で
き
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
信
帆
で
き
ま
せ
ん
か
。
（
２
）
国
会
議
員
Ⅲ
と
て
も
信
帆
で
き
る
②
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
る
③
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
Ⅲ
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
帆
で
き
な
い
⑤
と
て
も
信
帆
で
き
な
い
Ⅲ
わ
か
ら
な
い
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これまでの説明と重複するところがあるが、比較のために、総理大臣、知事、国会議員の「信頼」についての否定
的評価、すなわち、「とても信頼できない」と「どちらかというと信頼できない」の比率の合計の推移を一一・一一図に
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
二
）
（
岡
村
・
松
本
）
一一一
一／□■０ケＬＩ〃〃ｊｒＢⅡけ二一一一斤６０〃。■旧■０》０〃グイロ五尺■０，０面Ｂ｜、Ⅱ０ｂｕＪ００
か
％
㈹
印
如
卯
加
、
学
年
耐
‐
’
極
と
も
に
上
昇
す
る
。
そ
し
て
、
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
の
積
極
的
否
定が「どちらかというと信頼できない」の消極的否定を上回る。有権者では、積極・消極の否定的評価がともに減少
し、「どちらともいえない」が多くなる。四○歳台以上では、「どちらと●もいえない」が積極・消極の否定的評価の合
計より多い。四○歳台以上が示す評価の分布は、総理大臣、知事のそれに近い。しかし、それでも、国会議員は、よ
２．１図問１６－２国会識員「信頼」り否
定
的
に
見
ら
れ
て
い
る
。
と
（２） 
はない。橋本首相という固有名詞と総理大臣という並曰通名詞で質
帥
～
狐
問
す
る
と
、
後
者
の
方
が
「
わ
か
ら
な
い
」
が
少
な
い
傾
向
に
つ
い
て
は
前
列
～
的
呼
如～⑬咽
述した。
釦～調唖
全
年
齢
層
を
通
じ
て
、
国
会
議
員
を
「
と
て
も
信
頼
で
き
る
」
「
ど
ち
ら
、～”蝿
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
る
」
と
考
え
る
も
の
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。
と
く
に
３
２
 
２
 
７
 
２
２
 
６
 
２
 
「とて４℃信頼できる」はほとんどいない。六○歳以上で「どちら
断
１
〃
かというと信帆できる」がやや多くなるが、それでＪも一四％であ
Ｉ
２
 
３
９
 
９
 
る。中学生では「どちらと４℃いえない」「どちらかというと信頼
２
１
 
２
 
８
 
できない」「とても信頼できない」の一一一者が拮抗する。高校生に
Ⅲ
１
”
 
Ｉ
２
 
坪
柵
Ｎ
な
る
と
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
低
下
し
、
否
定
的
評
価
が
積
極
・
梢
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２．２図問１６－１，２，３
総111大lfi・国会議員・知事「信頼」
否定的評価の比率「とても信頼できない」＋
「どちらかというと偏頼できない」
四繩翫尼称川ＩＭＩⅡ川ｌ川ｌⅡ川１判ｌⅡ１１学卵かというと信帆できる」を合計した肯定的評仙を見ると、
有権者の最高齢層でも、総理大臣四四％、知事一三％に対
して国会議員は一五％にすぎず、国会議員の評価はもっとも低い。高校生で国会議員の否定がもっとも強くなる、そ
の意識構造はどのように考えられるのであろうか。また、有権者で年齢とともに否定の程度が弱くなるのは、ライ
フ・サイクルによる意識の変化か、それとも世代差に由来するのであろうか。六八年、八九年に小学生をも対象とし
た次の質問結果を合せて検討することによって、これらの問題を考える示唆がえられるであろう。
問
６国会議員は誰のために働いていると思いますか。一つだけ選んでください。
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
【'１
１２３ 
筒２０３０４０５０６０
１２３１１１１１ 
２９３９４９５９ 
学年
年齢
四
一不す。全年齢層を通じて、国会議員「信頼」の否定的評価
は、総理大臣、知事よりも高率である。それは中学校一年
で四一％あり、高校三年にかけて着実に上昇し、六九％に
達
す
る
。
こ
れ
は
、
年
齢
で
見
る
と
き
、
も
っ
と
も
高
い
比
率
で
あ
る。有権者では、若年層ほどその比率は高く、高校生との
連続性を示している。そして、それは年齢とともに低下し、
六○歳以上では三四％である。ここでは知事の評価に接近
するが、総理大臣と比較すると、はるかに高率である。簡
単のために図は省略するが、「とても信頼できる」「ど埆皀
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２．３図問６「国会議員はだれかのために」
「日本全体のため」「自分のため」の比率
1968年・東京，1989年・東京
この質問は、六八年と八九年は小中高校生を対象に、今回九七年は中高校生と有権者を対象になされた。まず、六
八年と八九年の結果から見ていきたい。二つの調査には差はあるが、学年による分布の推移の基本的性格は同じであ
る。「わからない」は小学校一一一、四年で三○％前後あるが、六年以上になると一○％前後と少なくなる。教科書で
「日本の政治」「国会」について学習するのは小学校六年であるが、小学校低学年でも国会議員についてのイメージを
（３） 
か
な
り
も
っ
て
い
る
と
い
》
え
よ
う
。
「
自
分
を
選
ん
だ
地
方
の
た
め
」
は
、
全
学
年
を
通
じ
て
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
「
世
界
の
た
め
」
は
Ⅲ
自
分
の
た
め
②
自
分
の
政
党
の
た
め
０
自
分
を
選
ん
だ
地
方
の
た
め
Ⅶ
日
本
全
体
の
た
め
⑤
世
界
の
た
め
㈹
そ
の
他
（
）
、
わ
か
ら
な
い
学四四移を示す・
％
帥
、
帥
印
刎
卯
、
ｎ
Ｎ
 
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
一
二
（
岡
村
・
松
本
）
「
８ 
，ﾉﾊﾞｰ／〔－ ～● へ..…･･ﾝ<プー｢|:１分のため｣へ（1968） のため」は、全学年を通じてごくわずかである。「世界のため」は
小
学
校
三
、
四
年
で
一
○
％
を
こ
え
る
が
、
以
降
減
少
を
っ
づ
３
８
２
 
８
７
 
７
７
け
、
高
校
で
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
る
。
以
上
は
一
一
つ
の
調
査
２
８
３
 
高
‐
卯
邪
に
此
〈
通
し
て
い
る
。
「
自
分
の
政
党
の
た
め
」
は
小
学
校
低
学
３ｍ師年ではほとんど見られないが、中高校生でやや上昇し、
２
５
０
 
８
９
 
‐皿、高校では一一○％以上となる。｝」の増加は、六八年より
１
１
５
０
 
２
７
八
九
年
の
方
が
や
や
大
き
い
。
学
年
に
よ
る
変
化
が
も
っ
と
も
６
Ⅳ
９
 
５噸卯顕著であるのは、「日本全体のため」の減少と「自分
４哩而のため」の増加である・一一・三図は、二つの調査にお
小３ｍ加
年配印ける「自分のため」と「日本全体のため」の比率の推
学
凹
旧
］ 
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一ハ
小学校低学年では「日本全体のため」が過半数をこえて圧倒的多数であるが、それは一局校にかけて急速に低下する。
こ
の
傾
向
は
二
つ
の
調
査
に
共
通
で
あ
る
が
、
「
日
本
全
体
の
た
め
」
の
比
率
は
八
九
年
の
方
が
低
い
。
高
校
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
六
八
年が二五～一一一○％であるのに対して、八九年は一○％前後にすぎない。この低下に代って上昇するのが「自分のた
め
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
学
校
低
学
年
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
中
学
校
か
ら
高
校
へ
か
け
て
急
激
に
上
昇
す
る
。
「
日
本
全
体
のため」とは反対に、ここでは八九年の方がはるかに多い。高校三年では、六八年が三○％、八九年が五九％である。
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
自
分
の
た
め
」
は
中
高
校
生
に
と
っ
て
強
い
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
と
も
な
う
。
「
日
本
全
体
の
た
め
」
が
少
な
く
な
り
、
「
自
分
の
た
め
」
が
多
く
な
る
こ
と
は
、
国
会
議
員
の
「
信
頼
」
の
評
価
が
否
定
的
に
な
る
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。
六
八
年
は
佐
藤
内
閣
の
中
期
で
あ
り
、
六
六
年
に
は
政
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
い
わ
ゆ
る
「
黒
い
霧
」
事
件
が
明
る
み
に
出
た
が
、
そ
の
後
の
疑
獄
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
規
模
は
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
八
九
年
に
は
、
七
六
年
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
疑
獄
が
依
然
と
し
て
尾
を
引
き
、
八
八
年
に
は
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
が
発
覚
し
て
い
る
。
調
査
が
行
な
わ
れ
た
八
九
年
の
竹
下
内
閣
の
支
持
率
は
史
上
最
低
で
あ
り
、
つ
づ
く
宇
野
首
相
も
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
ま
み
れ
、
政
治
家
不
信
、
政
治
不
信
が
き
わ
め
て
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
八
九
年
の
調
査
に
は
、
政
界
の
こ
う
し
た
様
相
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
小
学
生
で
も
「
日
本
全
体
の
た
め
」
が
や
や
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
中
学
生
以
上
の
減
少
が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
の
多
く
は
、
「国会議員は日本全体のために働いている」と考えている。その意識の内容は何か、意識形成の媒体は何かについて、
わ
れ
わ
れ
の
資
料
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
九七年の虫局校生、有権者は、この質問にどのような態度を示すのであろうか。まず、中高校生を前一一回の調査と
対比させる。「日本全体のため」は八九年とほぼ同じであるが、「自分のため」は高校で六五％前後と八九年より多い。
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問６「ＩＲＩ会議員は誰のために
働いていると思いますか」
咽‐し‐‐－１トー１‐し‐‐‐‐トー‐‐し‐‐‐‐トーーーーⅢトー」年齢
か
％
、
帥
、
仙
加
加
皿
学
年
も
ち
こ
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
有
椛
者
で
は
「
自
分
の
た
め
」
が
年
齢
と
と
も
に
減
少
す
る
。
六
○
歳
以
上
で
は
四
○
％
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
も
っ
と
も
多
い
。
小
学
生
か
ら
高
校
化
に
か
け
て
大
き
く
低
下
し
た
「
日
本
全
体
の
た
め
」
は
六
○
歳
以
上
ま
で
一
○
％
以
下
で
、
回
復
す
る
こ
と
は
ない。有椛者で年齢とともに上昇するのは、多数派を形成することはないが、「自分の政党のため」
と
「
自
分
を
選
ん
だ
地
方
の
た
め
」
で
あ
る
。
「
自
分
の
政
党
の
た
め
」
は
二
○
％
か
ら
三
○
％
の
間
で
あ
る
。
有
椛
者
に
お
け
る
分
布
が
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
示
す
か
ら
と
い
っ
て
、
国
会
議
員
と
「
党
利
党
略
」
「
地
方
利
維
」
を
結
び
つ
け
る
意
識
が
希
薄
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
質
問
形
式
を
変
え
れ
ば
別
の
側
面
が
現
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
中
学
校
一
年
を
除
き
、
す
べ
て
の
年
齢
層
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
国
会
議
員
は
「
自
分
の
た
め
」
に
働
い
て
い
る
と
い
う
意
見
で
あ
政治態度の継続と変容（二）（岡村・松本）
‐上
｢世界のため」は
中１１０％
下
、
オ
国会議員の評価から見ると、高校生の政治家不信は、六八年、
印～印～
”
八
九
年
、
九
七
年
と
進
行
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
自
分
の
政
党
の
た
知～伯め」は一一一一％から一三％の間で、前一一回と大差はない。「向分
加～羽
加～”を選んだ地方のため」と「世界のため」は、中学校一、二年で
若干あるが、高校生ではほとんど見られない。全般的に見て、
３
 
九
七
年
の
巾
高
校
姫
は
八
九
年
に
近
い
と
い
え
る
が
、
未
成
年
期
に
お
け
２
 
高
ｌ
る
国
会
議
員
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
は
、
彼
ら
を
取
り
ま
く
状
況
の
差
を
こ
３
 
え
て
、
同
じ
某
洲
が
流
れ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
有
権
者
の
一
一
○
歳
台
と
２
 
中
ｌ
高
校
生
の
分
布
は
き
わ
め
て
近
似
し
て
お
り
、
未
成
年
の
一
息
識
が
成
年
に
年
齢
学
年
も
ち
こ
さ
れ
る
こ
と
を
一
派
唆
し
て
い
る
。
有
椛
者
で
は
「
自
分
の
た
め
」
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２．５図問６「１１１会識員は誰のために」×
問１６－２国会謝貝「(｢i頬」
Ｂ・高校生Ａ・中学生
％
、
％
、 Ｎ「「1分のため」 4４１ 「｢1分のため」２０３
「ｎ分の政党のため｣－１１１Ｎ「'1本の全体のため｣－，５３
「世界のため」‘Ⅵ
｢１２１分の政党のため｣－１１３
｢１１本全体のため｣－４８
０
０
０
０
 
６
５
４
３
 
6０ 
5０ 
４０ 
「[１分のため」
LniiiiJllj 
「11分のためｊ
Ⅱ馳3０ ２０ 2０ １０ 1０ 
0 ど
ち
ら
か
と
い
う
と
傭
頼
で
き
な
い
と
て
も
偏
頼
で
き
な
い
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
偏
頼
で
き
る
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
わ
か
ら
な
い
と
て
も
佃
緬
で
き
る
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
价
頼
で
き
な
い
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
わ
か
ら
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
偏
緬
で
き
る
と
て
も
信
頼
で
き
る
Ｃ・有権者
％
、 Ｎ「自分のため」 4４ ２９
５
０
 
｢自分の政党のため｣－２０
｢自分を選んだ
地力のため｣－１０
｢日本全体のため」－５6０ 
iTLjTTlllliiiilJi 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
隅
航
で
き
な
い
と
て
も
偏
頗
で
き
な
い
わ
か
ら
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
ど
ｈ
｜
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
る
と
て
も
偏
緬
で
き
る
八
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る。有権者でも多いこのような意識は、未成年期における培養の結果ともいえるであろう。しかし、その意味内容は、
年齢によって異なると予想される。また、有権者で増加の傾向を示す「自分の政党のため」と「自分を選んだ地方の
ため」はどのような性格をもっているのであろうか。これらの問題を、「田会議員は誰のために働いていると思いま
すか」と国会議員「信帆」とのクロス集計から検討する。二・五図を参照されたい。数が少ないので、中高校生では
「自分を選んだ地方のため」を、高校生と有権者では「世界のため」を除外してある。未成年でも成年でも、「自分の
ため」を選んだグループは国会議員「信帆」についてより否定的であり、「日本全体のため」を選んだグループはよ
り少なく否定的である。しかし、その程度は年齢により異なる。この二つのグループの兼は、中学生でもっとも顕著
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
の
積
極
的
否
定
の
比
率
は
、
「
自
分
の
た
め
」
が
四
○
％
、
「
日
本
全
体
の
た
め
」
は
一○％である。「世界のため」は「日本全体のため」にきわめて近い。高校生では、単純集計から推測されるように、
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
国
会
議
員
「
信
頼
」
に
つ
い
て
否
定
的
傾
向
が
強
い
が
、
「
自
分
の
た
め
」
の
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
の
比
率
はもっとも高く、他の二つのグループと明確に弁別される。有椛者では、高校生とは逆に、どのグループでも国会議
員「信馴」についての否定的傾向は弱いが、やはり「自分のため」がもっとも否定的である。しかし、このグループ
の最頻値は「どちらかというと信頼できない」の消極的否定である。前述したように、政治家評価の積極的否定と消
極的否定の間には大きな距離がある。有権者では「国会議員は自分のために働いている」と考えても、そこには、国
会議員を肯定しないにせよう容認する契機が認められるのではないだろうか。
中学生、高校生、有権者を通じて、「日本全体のため」のグループでも、その基底に流れているのは、国会議員に
対するこのような容認であろう。「日本全体のため」で最頻値を示すのは、中学生と有権者では「どちらともいえな
政治態度の継続と変容（二）（岡村・松本）
九
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ここでは一般に流布していると考えられるプラス・イメージを三つ、マイナス・イメージを一一一つ提示してある。まず、
小学生をも対象とした六八年、八九年の結果から見ていきたい。「その他」は自由記入であるが、いずれの調査でも、
全
学
年
を
通
じ
て
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。
単
純
集
計
の
結
果
を
二
・
六
図
に
示
す
。
図
の
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
「
え
ら
い
人
」
「
い
ば
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
一○
い」であり、高校生では「どちらかというと信頼できない」である。ただし、一周校生と有権者では「日本全体のた
め
」
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
こ
れ
が
グ
ル
ー
プ
の
性
格
を
説
明
し
て
も
、
全
体
の
流
れ
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
差
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
の
で
仮
定
的
に
述
べ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
は
「
自
分
の
政
党
の
た
め
」
の
動
き
で
あ
る
。
「
向
分
の
政
党
の
た
め
」
は
中
学
生
で
は
「
自
分
の
た
め
」
に
次
い
で
国
会
議
員
に
否
定
的
で
あ
る
。
高
校
生
に
な
る
と
、
「
自
分
の
政
党
の
た
め
」
の
分
布
は
「
日
本
全
休
の
た
め
」
に
ほ
ぼ
重
な
る
。
有
権
者
で
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
国
会
議
員
「
信
頼
」
に
つ
い
て
や
や
否
定
的
で
あ
る
も
の
の
、
「
日
本
全
体
の
た
め
」
に
接
近
し
て
い
る
。
「
自
分
を
選
ん
だ
地
方
の
た
め
」
も
「
自
分
の
政
党
の
た
め
」
に
似
た
分
布
を
示
し
て
い
る
。
有
権
者
で
は
「
日
本
」
「
政
党
」
「
地
方
」
は
、
こ
の
三
者
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
有
力
な
弁
別
の
指
標
に
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
会
議
員
が
「
政
党
」
「
地
方
」
の
た
め
に
働
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
否
定
的
に
見
ら
れ
ず
、
容
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
政
党
制
と
い
う
政
治
制
度
の
受
容
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
国
会
議
員
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
旦
〈
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
六
八
年
、
八
九
年
、
九
七
年
の
三
川
に
わ
た
っ
て
、
未
成
年
に
対
し
て
次
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。
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２．６図問Ｃ「国会議員といったとき思いつくものこつ」
Ａ・’968年・東京る人」は省略した。他の質問でも見られたように、ここでも六八年より八九年の方が国会議員に対する否定的態度が
強い。しかし、それは決定的でなく、ここでも基本的傾向は共通している。小学校低学年では、プラス・イメージの
選択が圧倒的で、「みんなのためにつくす人」がもっとも多い。六八年には「約束を守る人」がかなりの割合で選ば
れていたが、八九年にはそれが激減している。政治家の食一一一一口、弁解、それについてのマス・メディアの報道が小学生
まで影響を与えているのであろう。小学生で、八九年の方が多いプラス・イメージは「えらい人」である。プラス・
イメージの比率は、中学生にかけて急激に低下する。「みんなのためにつくす人」の減少は、すでに見た「日本全体
の
た
め
」
の
減
少
と
見
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
「
み
ん
な
の
た
め
に
つ
く
す
人
」
は
、
高
校
生
で
、
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
は
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
二
）
（
岡
村
・
松
本
）
一一
''１１ｉＷｉ３ ％ 
9０ 
｢えらい人」
｢いばる人」
３１％－＞１１％ 
３％－>２５％ 
←｢みんなのためにつくす人」8０ 
｢お金をこっそりもらって
悪いことをする人」
１，へ~~---
7０ 
｢約束を守る人」
､、↓０
０
０
０
０
０
 
６
５
４
３
２
１
 
ノ
～～ 
、－ ノー､
、、、/
ｌ/ 
Ｖ 
Ａ 
／（ 
｢うそをつく人」
'田」
ノ
０－－－~~￣､ ､ 
' Ｏ 、夕｡、､ゲタ､、夕、
００夕､、
' 
ノ
〆
〆
〆
学年ｌ４５６ｌ２３ｌ２３Ｉｌ１ ｉＭＩｉ 
Ｂ・’989年・東京
''１１ｉＷｉ３ ％ 
9０ 
｢えらい人」
｢いばる人」
４１％－＞８％ 
２１％－>２６％ 
8０ 
7０ 
6０ 
5０ 
4０ 
人3０ 」
2０ 
10 
学`「１４５６ ilii ２３ ２３ 
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２
 
％
帥
、
叩
印
如
卯
卯
川
均
Ｕ
と
つ
づ
く
。
「
う
そ
を
つ
く
人
」
は
、
六
八
年
よ
り
八
九
年
の
力
が
は
る
か
に
多
い
。
九七年の中高校生の結果は、八九年とほぼ同じである。二・七図を見られたい。プラス・イメージは中学生から少
ないが、高校雌へかけて、さらに低下し、マイナス・イメージが蝋川する。ここでは「えらい人」を「りっぱな人」
に置き換えたが、差はほとんどない。「お金をこっそりもらって悪いことをする人」がもっとも多く、「うそをつく
人」がそれにつづく傾向も八九年と同じである。二つの選択を求めたので、その組合せを見ると、「お金」Ⅱ「うそ」
がもっとも多く、中学校一年の一八％から高校三年の四一一一％に上昇する。国会議員についてのこのようなイメージは、
六八年から続いているといえよう。中学生から高校生へかけて比率の変化が見られることは、こうしたイメージがこ
の
年
齢
屑
で
形
成
途
上
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
総
理
大
臣
、
国
会
議
員
の
力
量
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
２．７図 問Ｃ「llil会議員といったとき
思いつくものこつ」
問
５
い
ま
の
日
本
の
政
治
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
の
は
、
誰
だ
と
思
い
ま
す
か
。
｜
っ
だ
け
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
中１高３
｢りつぱな人」３０％－＞８％
【肥 法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
一
考
人」
学ｲドリ 高’２ ２３ ３ 
一一一
もつ、とも多い。これは国会議員の当為の意識が働いて
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
学
年
の
上
昇
と
と
も
に
、
プ
ラ
ス
，
イ
メ
ー
ジ
に
代
っ
て
、
小
学
校
低
学
年
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
が
急
増
す
る
。
二
つ
の
調
査
で
．もっと●も贈川するのは「お金をこっそりもらって悪い
こ
と
を
す
る
人
」
で
あ
り
、
「
う
そ
を
つ
く
人
」
「
い
ば
る
人
」
Hosei University Repository
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砂
％
Ⅲ
卯
仙
刎
即
、
学
年
六
％
か
ら
二
四
％
の
間
を
上
下
す
る
が
、
高
校
生
で
は
一
桁
台
に
な
る
。
「
国
民
一
人
一
人
」
は
小
学
校
六
年
で
三
七
％
と
も
っ
と
も
高
い
が
、
高
校
生
で
は
六
％
ま
で
下
降
す
る
。
「
天
皇
」
が
一
二
％
と
や
や
見
ら
れ
る
の
は
小
学
校
三
年
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
学
年
で
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
高
校
で
や
や
増
加
す
る
の
は
「
政
府
の
役
人
」
と
「
大
き
な
会
社
の
社
長
や
壷
役
」
で
、
と
も
に
二
○
％
台
に
な
る
。
九
七
年
の
結
果
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
「
政
府
の
役
人
」
の
噌
加
で
あ
る
。
巾
高
校
生
で
八
九
年
と
九
七
年
を
比
較
す
る
と
、
「
国
会
議
員
」
が
全
学
年
を
通
じ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
「
国
会
議
員
」
の
「
国
権
の
最
高
機
関
」
と
し
て
の
認
識
は
な
い
。
「
同
民
一
人
一
人
」
の
中
学
生から高校生へかけての低下、「首机」の低率は八九年と同じである。高校でやや増加するのは「大企業」と「官僚」
で
あ
る
。
「
官
僚
」
は
、
八
九
年
の
「
政
府
の
役
人
」
と
大
差
は
な
い
が
、
学
年
に
よ
る
上
昇
傾
向
を
川
硫
に
示
し
て
い
る
。
「
マ
ス
コ
問５「いまの１１本の政治
を実際に動かしている人」
２．９図
’'１１６０～ 
｢首Ⅱ|」-12％－>３％
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
ｉＷｉ２０３０４０５０６０ 
３１２３’’１１Ｉ 
２９３９４９５９ 
年
齢 ２ 
一四
リキュラムである。後述するように、「選挙」に対しては公教
育
の
影
響
が
弱
い
が
、
「
同
民
主
樅
」
の
原
皿
は
、
小
学
校
六
年
か
ら
強
固に定着する。
さ
て
、
八
九
年
の
「
日
本
の
政
治
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
人
」
に
つ
いて見ると、「わからない」が小学校三年で一一一一一一％とやや多い
も
の
の
、
学
年
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
少
な
く
な
る
。
比
較
的
多
く
選
ば
れ
て
い
る
の
は
「
国
会
議
員
」
で
あ
り
、
小
学
校
三
年
の
一
一
○
％
か
ら
上
昇
し
、
最
高
は
中
学
校
二
年
の
五
一
一
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
校
化
で
は
や
や
低
下
す
る
。
「
総
肌
大
胆
」
は
小
学
校
三
年
か
ら
中
学
校
一
年
の
間
で
六
％
か
ら
二
四
％
の
間
を
上
下
す
る
が
、
高
校
生
で
は
一
桁
台
に
な
る
。
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、
、
、
」
は
高
校
で
若
干
蛸
加
す
る
稗
度
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
中
高
校
生
の
段
階
で
は
、
「
日
本
の
政
治
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
人
」
に
つ
い
て
、
多
数
派
は
形
成
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
有権者まで視野を広げると、様相は大きく変化する。「政治を実際に動かしている人」として、「官僚」が圧倒的に
選ばれるようになる。「官僚」の比率は、高校三年で三三％であったが、一一○歳台で四四％、一一一○歳台では五五％と
な
り
、
以
降
、
過
半
数
を
こ
え
る
状
態
が
つ
づ
く
。
残
る
選
択
肢
で
や
や
多
い
の
は
、
九
％
か
ら
一
八
％
の
「
国
会
議
且
」
と
、
六
％
か
ら二一％の「大企業」である。「同民一人一人」は六％以下、「首杣」は四％以下、「マスコミ」はⅢ％以下である。
不
信
が
も
っ
と
も
瞼
い
「
国
会
議
員
」
の
力
量
は
高
校
生
以
上
で
評
価
さ
れ
な
い
。
高
校
生
の
段
階
で
「
官
僚
」
の
比
率
が
上
昇
す
る
傾
向
は
、
他
の
意
識
の
挑
移
と
合
せ
て
考
え
る
と
、
一
一
○
歳
台
、
三
○
歳
台
に
連
続
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
の
よ
う
な
「
官
僚
」
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
問
Ｄ
は
、
中
高
校
化
の
み
を
対
象
と
し
て
い
て
、
有
椛
者
を
も
視
野
に
入
れ
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
・
一
○
図
は
、
「
反
映
し
て
い
な
い
」
側
の
ｌ
と
２
の
合
計
の
比
率
で
あ
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
評
仙
は
完
全
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
る
。
「
新
聞
」
「
テ
レ
ビ
」
は
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
、
「
国
会
」
「
内
閣
」
「
官
僚
」
は
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
。
後
者
の
否
定
の
程
度
は
、
学
年
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
強
く
な
る
。
こ
の
三
つ
に
対
し
て
や
や
肯
定
的
で
あ
る
の
は
中
学
校
一
年
で
あ
る
が
、
政
治
態
度
の
継
続
と
変
群
三
）
（
岡
村
・
松
本
）
一五
問
Ｄ
つ
ぎ
に
あ
げ
る
も
の
は
、
国
民
の
意
見
を
ど
れ
だ
け
反
映
し
て
い
る
と
恩
い
ま
す
か
。
も
っ
と
も
反
映
し
て
い
る
と
思
う
も
の
を
５
，
ま
っ
た
く
反
映
し
て
い
な
い
と
思
う
も
の
を
ｌ
と
し
、
５
段
階
で
評
価
し
、
数
字
を
○
で
か
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
川
新
聞
０
テ
レ
ビ
０
国
会
Ⅲ
内
閣
⑤
官
僚
〔１．２．３．４．５〕
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代
議
制
民
主
政
治
に
お
い
て
は
、
選
挙
民
が
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
も
つ
こ
と
が
必
要
条
件
で
あ
る
。
政
治
的
有
効
性
感
覚
と
は
、
自
ら
の
政
治
行
動
が
政
治
体
系
と
有
意
味
に
関
連
し
、
自
分
が
政
治
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
識
で
あ
る
。
政
治
的
有
効
性
感
覚
（５） 
は
、
政
治
体
系
へ
の
重
要
な
入
力
で
あ
る
。
現
行
の
体
系
の
機
能
と
い
う
耐
か
薑
ｂ
見
れ
ば
、
支
持
の
人
力
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
体
系
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
を
変
革
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。
政
治
的
有
効
性
感
覚
は
、
政
治
そ
の
も
の
に
向
い
あ
う
意
識
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
政
治
不
信
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
欠
除
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
政
治
的
社
会
化
研
究
は
、
未
成
年
期
に
お
け
（６） 
る
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
培
養
の
過
程
を
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
。
そ
れ
が
成
功
し
て
、
政
治
体
系
は
機
能
し
、
存
続
す
る
と
考えられたのである。しかし、われわれの調査結果は、少なくとも言語表現から見るかぎり、未成年期の意識形成が
２．１０図問，「ＩＨＩ民の意見の反映」
「反映していない」〔1〕＋〔2〕
の比率
た
が
っ
て
、 ％ 二政
治
的
有
効
性
感
覚
8０ 
ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｌ
ｌ
ｍ
Ⅵ
ｌ
ｊ
ｕ
ｌ
ｌ
ｍ
Ⅶ
ｌ
１
Ｕ
Ｉ
ｌ
ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
学
７
６
５
４
３
２
１
 
際
に
動
か
し
て
い
る
」
と
考
え
る
方
向
に
意
識
形
成
が
進
行
す
る
。
１
）
政
治
そ
れ
自
体
に
対
す
る
意
識
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
一一ハ
５と４の合計は、「国会」二四％、「内閣」一九％、「官僚」
３
 
２一一％で、否定的評価の方がはるかに多い。これも、高校生
高
１
に
な
る
と
、
す
べ
て
六
％
以
下
に
な
る
。
「
国
会
」
「
内
閣
」
「
官
僚
」
３
が
同
じ
よ
う
に
「
国
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
な
い
」
と
見
ら
れ
る
こ
２
 
と
は
、
政
治
全
体
に
対
す
る
意
識
の
表
明
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
年
こ
の
中
で
も
も
っ
と
も
不
可
視
的
な
「
官
僚
」
が
「
日
本
の
政
治
を
実
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ま
ず
、
こ
れ
ら
の
質
問
の
単
純
集
計
を
順
を
追
っ
て
見
て
い
こ
う
。
「
い
ま
の
政
治
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
国
民
が
選
挙
で
投
じ
る
一
票
で
あ
る
」
は
、
「
一
票
」
の
有
効
性
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
未
成
年
に
投
票
の
経
験
は
な
い
。
し
か
し
、
選
挙
の
璽
要
性は、公教育において、小学校六年以降繰り返し述べられており、マス・メディアの論調、選挙のときの公共機関の
広
報
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
未
成
年
者
が
こ
れ
ら
の
情
報
に
接
し
て
い
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
学
級
委
員
な
ど
の
選
挙
を
皿
じ
て
も
、
投
票
と
い
う
行
動
は
彼
ら
に
身
近
な
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
未
成
年
に
お
け
る
．
票
」
に
つ
い
て
の
有
効
性
感
覚
は
き
わ
め
て
弱
い
。
未
成
年
で
．
票
」
の
価
価
に
比
較
的
肯
定
的
で
あ
る
の
は
中
学
校
一
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
「
そ
う
思
う
」
の
積
極
的
肯
定
が
一
六
％
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
消
極
的
肯
定
が
三
一
一
一
％
で
、
こ
れ
ら
を
合
計
し
て
も
過
半
数
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
二
）
（
岡
村
・
松
本
）
一七
有
効
性
感
覚
の
火
除
の
方
向
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
高
校
生
に
お
け
る
政
治
不
信
の
表
現
は
強
烈
で
あ
る
。
未
成
年
期
に
お
け
る
有
効
性
感
覚
欠
除
の
内
容
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
成
人
の
意
識
と
ど
の
よ
う
に
連
続
し
、
ま
た
断
絶
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
質
問
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
と
直
接
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
問
相
政
治
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
そ
う
思
い
ま
す
か
、
そ
う
は
思
い
ませんか。
（
１
）
「
い
ま
の
政
治
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
国
民
が
選
挙
で
投
じ
る
一
票
で
あ
る
」
（
４
）
「
国
会
で
い
ろ
い
ろ
な
法
案
が
雰
議
さ
れ
る
が
、
重
要
な
決
定
は
国
民
の
月
の
と
ど
か
な
い
別
の
と
こ
ろ
で
決
ま
っ
て
い
る
」
（
８
）
「
い
ま
の
政
治
は
複
雑
す
ぎ
て
、
私
た
ち
国
民
に
は
よ
く
肌
解
で
き
な
い
」
Ⅲ
そ
う
思
う
②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
③
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
Ⅲ
そ
う
は
思
わ
な
い
⑤
わ
か
ら
な
い
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３別川１１川１１川ｌ釧刈ｌ川１１川１１学年性を示している。しかし、有椛者の年齢による樅移は、未成年とは逆
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
．
票
」
の
価
値
に
つ
い
て
、
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
が
減
少し、「そう思う」が蛸加する。変化するのは積極的肯定と積極的否定であり、「どちらかといえばそう思う」「どち
（７） 
らかといえばそう川心わない」の消極的態度は変化が少ない。しかし、有権者においてＬ同定が蛸川するといっても、五
○歳台までは、「そうは思わない」と「どちらかといえばそう思わない」が「そう思う」と「どちらかといえばそう
思
う
」
よ
り
多
い
。
肯
定
、
否
定
が
拾
杭
す
る
の
は
六
○
歳
以
上
で
あ
る
。
有
権
者
に
お
い
て
も
．
票
」
の
有
効
性
感
覚
は
決
し
て
高
いとはいえないが、その年齢による批移は、現実の投票行動をよく反映している。二・一一一図は、われわれの調査の
．票」についての「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計の比率と、東京都における九五年の参議院
１１図問１５－１「政治を動かしているのは
選挙で投じる一粟」
法
学
志
林
第
几
十
九
巻
第
三
号
一八
／「そう思う～ 
帥～
は
こ
え
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
高
校
三
年
に
か
け
て
着
実
に
低
下
す
る
。
高
校
印～的一一一年の積極’椚極を合せた行定は一五％にすぎない。学年とともに増
加
～
い
“
“
加
す
る
の
は
「
｜
誠
一
不
」
の
Ⅲ
値
の
否
定
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
否
定
は
消
極
的
卯～羽
加～鋤でなく積極的である。高校三年で、「そうは思わない」と明確に否定
３
 
する４℃のは五八％である。これに「どちらかといえばそうⅢわない」
２
 
を加えると八一一％の高率になり、全年齢層で最高である。同吟しように
一荷ｌ
公教育で教えられながら、原理‐としての「国民一人一人」が未成年に
３
 
定着するのに対して、「選挙で投じる一迦不」の評仙は対照的である。
２
 
一一○歳台は高校一一一年とほぼ同じ水準であり、年齢による意識の連続
年
齢
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Ｌ
％
帥
、
帥
印
加
卯
加
、
４
－
一
服
一
一
９
－
‐
７
ｌ
旧
し
』
‐
８
．
４
１
４
》
：
う
う
く
こ
二
：
Ｉ
了
ノ
ー
カ
の
高
校
生
と
そ
の
両
親
を
比
較
す
る
と
、
両
親
よ
り
も
高
校
生
の
方
が
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
高
い
調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
両
親
は
繰
り
返
し
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
検
（川）
証
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
に
対
し
て
、
高
校
生
は
そ
の
必
要
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
日
本
の
場
〈
口
は
、
こ
れ
と
は
逆
で
あ
る
。
未
成
年
期
の
政
治
的
社
会
化
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
喪
失
、
政
治
不
信
の
強
化
の
方
向
へ
進
行
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
有
権
者
の
若
年
層
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
か
ら
出
発
す
る
。
そ
の
投
票
率
は
低
い
。
し
か
し
、
投
票
経
験
は
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減
る
こ
と
は
な
い
。
教
科
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
投
票
の
動
機
と
は
異
な
っ
て
、
自
分
の
職
場
の利害と政治との関連を意識して、あるいは周囲からの働きかけで投票に向うこともあろう。投票すれば、自分の投
票
と
当
落
を
照
合
す
る
。
成
人
は
こ
の
過
程
で
、
徐
々
に
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
こ
に
は
世
代
の
差
に
よ
る
要
因
も
働
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
つ
の
年
代
か
ら
次
の
年
代
へ
の
変
化
が
ゆ
る
や
か
に
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
経
験
、
学
習
の
面
を
よ
り
重
視
し
た
い
。
若
者
の
政
治
不
信
は
、
｜
時
的
に
強
く
て
も
、
成
年
の
年
齢
に
よ
る
推
移
を
見
る
と
、
持
続
性
が
弱
い
。
若
者
の
政
治
不
信
の
枇
造
自
体
に
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
の
有
効
性
感
覚
の
習
得
を
可
能
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
二
）
（
岡
村
・
松
本
）
一九
投票率（東京）と
｢選挙で投じる－票」
2図
2０３０４０５０６０７０ 
１１｛Ｉ１１ 
２９３９４９５９６９ 
↑ 
(意識調査では60歳以上）
年齢
議
員
選
挙
と
九
六
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
年
齢
別
の
投
票
率
（８） 
を一不す。
後
述
す
る
よ
う
に
、
投
票
以
外
に
も
有
効
な
政
治
行
動
が
あ
る
と
い
う
意
識
は
、
日
本
で
は
形
成
さ
れ
が
た
い
。
．
票
」
の
評
仙
は
、
し
た
が
っ
て
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
測
定
す
る
（９） 
軍
要
な
尺
度
で
あ
る
。
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
と
ニ
ェ
ミ
は
、
ア
メ
リ
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問15-4「菰要な決定は'五1民の
目のとどかないところで」
ｌｌ１くノ〃Ｉく／ＵｌｊノーⅡ０１１／］坐↑Ｉ）に０卍４》／てユに虻』にツーく１Ｖ．〉Ｉ「ｃｌＶｒ卜掻一、‐源畑ルー」”工，プハ．』し．
峠
１
１
－
１
」
鮪
２
％
、
㈹
卯
如
加
加
皿
学
年
肯
定
が
増
加
す
る
が
、
そ
れ
は
否
定
の
減
少
に
と
も
な
う
も
の
で
は
な
い
。
減
少
す
る
の
は
「
わ
か
ら
な
い
」
で
あ
る
。
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
は
、
い
ず
れ
も
全
年
齢
層
を
通
じ
て
五
％
前
後
と
き
め
て
少
数
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
未
成
年
の
意
識
形
成
は
、
成
年
に
共
有
さ
れ
る
意
識
の
方
向
に
確
実
に
進
行
し
て
い
る
。
公
教
育
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
開
か
れ
た
政
治
の
原
則
を
強
調
し
、
密
室
政
治
を
否
定
す
る
。
教
科
書
で
は
オ
ン
ブ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
記
述
は
あ
る
が
、
外
交
、
軍
事
な
ど
、
秘
密
の
保
持
が
必
要
と
さ
れ
る
領
域
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
前
述
の
「
国
民
一
人
一
人
」
の
原
則
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
政
治
の
公
開
性
と
い
う
原
則
が
中
学
生
の
段
階
か
ら
広
く
受
容
さ
れ
、
そ
れ
に
違
反
す
る
情
報
を
判
断
す
る
認
知
ス
ク
リ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
「
国
民
の
目
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
」
の
内
容
は
複
雑
で
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
／ '－－－へ ／ ↑へ－－－－－－－－－ﾍｰﾍ~/／へﾉ ﾉ 
ﾉ 「どちらかといえば
ノ
ー
～ ／ そう｣uAう」～－－－－’ 
「どちらかといえIＸ
そう思わない」
「そうは思わない」二｣?ﾂｰ<二:=ﾆﾆﾆﾊ:=ニヘーニ」一～－－－，〆
二○
帥～
に
す
る
契
機
が
内
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
印
～
印
「
国
会
で
い
ろ
い
ろ
な
法
案
が
審
議
さ
れ
る
が
、
孟
要
』
姓
決
定
は
国
民
知～組の目のとどかない別のところで決まっている」については、全
知～卵
加～羽年齢層を通じて、肯定、しか△も積極的肯定が圧倒的である。
３
 
「そう、回う」は中学生でも四○％以上あり、高校生でさらに上
２
 
昇‐し、有権者になると六○％前後で推移する。「そう思う」「ど
間
ｌ
ちらかといえばそう思う」の比率の〈口計は、有権者でほぼ九○
３
 
％であり、「重要な決定は国民のロ曰のとどかないところで」は、
２
 
ほ
と
ん
ど
の
人
に
共
有
さ
れ
る
意
見
と
い
っ
て
よ
い
。
中
学
校
一
年
か
ら
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｢政治は複雑すぎて
理解できない」
4図問1５－８ ある。すでに見たように、「政治にはある程度秘密がつきもので、すべてをガラス張りにすることはむずかしい」で
は、選択はかなり分散し、賛否、積極・消極の態度は、とくに有権者において、政治家の評価を弁別する有力な指標
にはなりにくい。「国民の目のとどかないところで」を肯定する態度も、そのまま政治不信には直結しないであろう。
「重要な決定は国民の月のとどかない別のところで決まっている」といっても、決定者の具体的姿は見えてこない。
具体的姿が見えるのであれば、そこは「目のとどかないところ」ではなくなる。「日本の政胎を実際に実際に動かし
ている人」として、有権者では「官僚」が圧倒的に多いことは前述した。中高校生では「官僚」の比率はまだそれほ
ａ
河
川
ｌ
釧
引
Ⅱ
判
Ｉ
利
ｌ
Ⅱ
判
Ｉ
Ｍ
Ｉ
１
学
年
る
。
五
○
歳
台
、
六
○
歳
以
上
で
は
、
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
三
（
岡
村
・
松
本
）
ど
高
く
な
い
。
し
か
し
、
虫
同
校
生
で
「
国
民
の
目
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
」
⑪～ 
を
認
め
る
割
く
口
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
い
の
は
、
や
が
て
不
可
視
的
な
「
官
僚
」
が
卯
～
卵
「
日
本
の
政
治
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
」
と
考
え
る
素
地
を
準
備
し
て
い
る
と
伽～⑬いえるのではないだろうか・
知～”
「
い
ま
の
政
治
は
複
雑
す
ぎ
て
、
私
た
ち
圃
民
に
は
よ
く
剛
解
で
き
な
い
」
で
即～羽３ 
は
、
全
般
的
に
肯
定
が
多
数
で
あ
る
。
「
そ
う
思
う
」
「
ど
ち
か
と
い
え
ば
そ
う
凪
２
 
う
」
の
合
計
は
、
中
学
校
一
年
か
ら
六
○
歳
以
上
ま
で
、
七
○
％
前
後
で
大
き
な
高
ｌ
変
化
は
な
い
。
し
か
し
、
選
択
肢
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
見
る
と
、
年
齢
に
よ
る
３
 
差がある。「そう川口う」の積極的い、定は、中学校一年で四五％、高校
２
 
一年で五一一％であるが、四○歳台まで下降の傾向を示し、一一六％とな
年
齢
学
年
る
。
五
○
歳
ム
ロ
、
六
○
歳
以
上
で
は
、
上
昇
に
転
ず
る
。
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
山村・松本）
一一一
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そう思う」は、高校二年から四○歳台にかけてやや上昇する。「そうは思わない」は有権者で若干増加するが、多く
て
二
○
％
を
や
や
こ
え
る
栂
度
で
あ
り
、
肯
定
を
は
る
か
に
下
回
る
。
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
は
、
一
貫
し
て
少
数
で
あ
る
。
「
政
治
が
理
解
で
き
な
い
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
意
味
内
容
は
、
中
高
校
生
と
有
権
者
で
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
者
で
は
「
複
雑
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
え
な
い
「
哩
解
困
靴
」
で
あ
り
、
後
者
で
は
「
複
雑
」
を
あ
る
程
度
わ
か
っ
た
上
で
の
「
肌
解
困
難
」
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
政
治
社
会
の
皿
大
化
、
複
雑
化
を
考
え
る
と
、
「
政
治
は
複
雑
で
理
解
で
き
な
い
」
と
い
う
の
は
、
リ
ア
ル
な
認
識
で
あ
る
。
一
般
の
選
挙
民
に
、
政
治
・
行
政
の
専
門
家
と
同
程
度
の
知
識
、
理
解
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
桁
摘
は
、
以
前
か
ら
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
人
び
と
が
自
ら
を
完
全
に
政
治
的
無
知
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
代
議
制
民
主
政
治
は
成
立
し
な
い
。
政
治
意
識
を
考
え
る
上
で
孟
要
な
こ
と
は
、
政
治
の
理
解
腱
の
客
観
的
水
準
だ
け
で
な
く
、
「
皿
解
し
て
い
る
」
あ
る
い
は
「
理
解
し
て
い
な
い
」
と
す
る
口
己
表
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
調
査
に
お
い
て
、
中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
多
く
の
質
問
に
答
え
て
い
る
。
そ
れ
は
「
政
治
の
理
解
」
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
何
を
即
解
し
て
い
る
の
か
」
「
何
を
理
解
し
え
な
い
」
と
口
分
で
は
思
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の
側
耐
を
検
討
す
る
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
質
問
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
単
純
集
計
を
比
較
す
る
だ
け
で
も
、
か
な
り
の
人
び
と
が
「
菰
要
な
決
定
は
国
民
の
目
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
決
ま
っ
て
い
る
」
と
考
え
つ
つ
、
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
の
価
値
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
よ
り
具
体
的
に
見
る
た
め
に
、
こ
の
二
つ
の
回
答
結
果
を
ク
ロ
ス
集
計
し
た
。
二
・
一
五
図
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
簡
単
の
た
め
に
、
「
重
要
な
決
定
は
国
民
の
Ｒ
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろで決まっている」について「そう思う」と「どちらかといえばそう山う」と考える二つのグループの「選挙で投じ
る一票」の肯定、すなわち、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計の比率のみを示す。それぞれの年
代の数が少ないため誤差の範朋は大きいが、推移の傾向は明確に現われている。六○歳以上を除き、「国民の目のと
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年
齢
ｊ
と
ｊ
２
％
加
⑪
帥
如
加
卯
、
学
年
岬
駒
ば
蝉
四
九
％
、
二
五
％
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
か
な
り
の
う
ち
え
う
そ
ど
ぃ
そ
割
く
口
が
「
密
室
」
を
認
め
つ
つ
「
｜
票
」
の
価
値
を
Ｎ
 
肯定している。これは、選挙、投而一禿について
の当為意識が働いているためであろう。このような「密室」と．票」を並存させる、あるいは両者を対決させない
意識は、高校三年にかけて大きく下降する。すなわち「重要な決定は国民の目のとどかないところで決まる」から
「選挙で投じる一票は政治を動かせない」という意識が大勢を占めるようになるのである。それは、彼らの論理的整
合
性
が
と
と
の
え
ら
れ
て
く
る
過
程
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
有
権
者
で
は
、
年
齢
に
よ
る
推
移
は
、
巾
高
校
生
と
完
全
に
反
対
の
傾
向
を
示
す
。
「
重
要
な
決
定
は
国
民
の
目
の
と
ど
か
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
三
）
（
岡
村
・
松
本
）
一一一一一
２．１５図問15-1×問１５－４
「重要な決定は国民の目のとどかない
ところで」の枇極的肯定，１１１１種的肯定
のグループの「選挙で投じる－票」の
肯定（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」
の比率
中高２０３０４０５０６０
１２３１２３ＩＩＩＩＩ 
２９３９４９５９ 
８８９７８６１０６１１４１３０８１１０５９４１１１１１６ 
４９４４４０７２７４６８４２５２４９４９７０ 
「重要な決定は国民の月のとどかないところで」
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
」
を
「
そ
う
思
う
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
に
否
定
的
で
あ
る
が
、
推
移
の
傾
向
は
一
致
し
て
い
る
。
中
学
校
一
年
で
「
国
民
の
曰
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
」
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
グ
ル
ー
プ
の
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
を
肯
定
す
る
も
の
は
三
九
％
、
消
極
的
に
肯
定
す
る
グ
ル
ー
プ
で
は
六
三
％
で
、
図
で
は
省
略
し
た
が
、
．
票
」
を
否
定
す
る
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Hosei University Repository
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
二四
ないところで」を認めつつ、「選挙で投じる一西示」の価値を肯定する態度の増加である。単純集計でもっとも多い
「
国
民
の
目
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
」
を
「
そ
う
思
う
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
を
六
○
歳
以
上
で
見
る
と
、
そ
の
五
一
％
が
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
が
「
日
本
の
政
治
を
動
か
し
て
い
る
」
と
見
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
二
○
歳
台
か
ら
一
貫
し
て
強
く
な
っ
て
い
く
。
「
密
室
」
と
「
｜
票
」
が
こ
の
よ
う
に
共
存
す
る
意
味
は
、
中
学
生
の
そ
れ
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
重
要
な
決
定
は
国
民
の
目
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
決
ま
っ
て
い
る
」
に
対
す
る
有
権
者
の
態
度
は
、
言
語
表
現
で
は
「
そ
う
思
う
」
の
積
極
的
肯
定
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
そ
の
内
実
は
、
「
政
治
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
」
と
い
う
現
実
の
容
認
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
政
治
不
信
に
強
く
結
び
つ
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
的
意
味
で
の
政
治
的
「
成
熟
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
方
向
へ
の
意
識
形
成
は
成
人
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
。
高
校
生
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
成
熟
」
は
抓
否
さ
れ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
彼
ら
の
政
治
家
評
価
の
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
と
、
高
校
生
で
も
こ
の
「
成
熟
」
に
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
る
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
の
内
容
を
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
・
一
六
図
は
、
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
に
対
す
る
態
度
か
ら
、
選
挙
と
も
っ
と
も
か
か
わ
り
の
あ
る
国
会
議
員
「
信
頼
」
の
評
価
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
学
生
、
高
校
生
、
有
権
者
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
．
票
」
の
Ⅲ
価
を
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
積
極
的
に
否
定
す
る
グ
ル
ー
プ
に
、
周
会
議
員
を
「
信
頼
」
し
な
い
傾
向
が
強
い
。
中
学
生
で
は
、
．
票
」
の
「
そ
う
思
う
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
グ
ル
ー
プ
の
分
布
は
ほ
ぼ
重
な
る
。
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
は
、
批
判
的
傾
向
が
や
や
強
い
が
、
肯
定
の
グ
ル
ー
プ
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
高
校
生
で
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
国
会
議
員
「
信
頼
」
の
否
定
が
多
い
が
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
「そう思う」がきわめて接近することである。高校生の「そう思う」は「そうは思わない」の十分の一以下とごく少
数であるが、意見表明の積極的態度が政治意識のあり方に影響を与えている一例と見ることができよう。
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２．１６図 問１６－２×問１５－１
｢選挙で投じる一票」から
見る国会識且「信頼」
Ａ・中学生「選挙で投じる一粟」
「そう思う」９１
「どちらかといえばそう思う」－１６９Ｎ「どちらかといえばそう思わないｊ－７３
Ｂ･高学生「選挙で投じる一票」
「そう思う」３０
「どちらかといえばそう思う」－１０１Ｎ「どちらかといえばそう思わない｣－１３７語｜「そう'…い」’7,
％
印
rLjiljljiFl ０００００ ５４３２１ 5０ ４０ ３０ ２０ １０ 
「とても
偏頼できる」
「どちらかというと
信頼できる」
「どちらとも
いえない」
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
倫頼できない」
「とても
信
頼
で
き
な
い
」
「わからない」
「とても
侃頼できる」
「どちらかというと
信頼できる」
「
ど
ち
ら
と
も
いえない」
「どちらかというと
傭頼できない」
「とても
伺頼できない」
「わからない」
Ｃ・有権者 「選準で投じる－．W(」
「そう思う」１６４
「どちらかといえばそう思う」－１６９Ｎ「どちらかといえばそう思わない｣－１１９％
印 ｢そうは思わない」 360 
lIJjjifjlii 
「とても
偏恢できる」
「どちらかというと
偏航できる」
「
ど
ち
ら
と
も
いえない」
「とても
傭緬できない」
「どちらかというと
臓頼できない」
「わからない」
二
J]： 
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有権者でも、「そうは思わない」のグループが国会議員「信頼」についてもっとも否定的であるが、他のグループ
と
の
差
は
、
中
高
校
生
よ
り
は
る
か
に
小
さ
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
信
頼
」
を
否
定
す
る
傾
向
は
弱
く
な
る
。
こ
こ
で
も
、
．
票
」
の
Ⅲ
価
を
否
定
し
つ
つ
も
、
国
会
議
員
を
そ
れ
ほ
ど
否
定
し
な
い
と
い
う
容
認
が
見
ら
れ
る
。
有
権
者
で
は
、
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
に
つ
い
て
の
態
度
は
、
同
会
議
員
「
信
噸
」
を
弁
別
す
る
指
標
と
し
て
は
き
わ
め
て
弱
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
同
様
に
、
橋
本
首
机
「
責
任
」
と
の
ク
ロ
ス
集
計
を
行
な
っ
た
。
図
は
省
略
す
る
が
、
中
学
化
、
高
校
生
で
、
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
グ
ル
ー
プ
の
「
責
任
」
に
つ
い
て
の
否
定
的
傾
向
は
や
や
見
ら
れ
る
も
の
の
、
国
会
議
員
「
信
頼
」
よ
り
も
グ
ル
ー
プ
間
の
差
は
き
わ
め
て
小
さ
く
な
る
。
つ
ま
り
、
．
票
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
よ
う
と
も
、
橋
本
「
責
任
」
評
価
の
分
布
は
同
じ
に
な
る
。
橋
本
「
責
任
」
に
つ
い
て
、
．
票
」
の
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
「
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
と
の
結
び
つ
き
が
も
っ
と
も
現
わ
れ
る
の
は
有
権
者
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
巾
高
校
生
に
と
っ
て
個
人
の
政
治
家
を
判
断
し
に
く
い
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
と
と
も
に
、
不
信
が
抽
象
的
な
政
治
全
体
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
高
校
生
と
有
権
者
と
の
意
識
の
差
を
検
討
す
る
に
は
、
次
の
質
問
が
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
二
・
一
七
図
の
単
純
集
計
を
見
る
と
、
中
高
校
生
と
有
権
者
で
は
差
が
あ
る
。
中
高
校
生
で
は
選
択
が
分
散
し
、
多
数
派
の
形
成
は
見
ら
れ
な
い
が
、
高
校
生
で
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
が
や
や
贈
加
す
る
。
積
極
・
澗
極
を
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
中
高
校
生
は
「政治はおもに国に関係したことである」を肯定するものは、否定するものよりかなり多い。有椛者の二○歳台から
問
旧
Ｉ
（
３
）
「
一
般
に
政
治
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
市
町
村
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
く
、
お
も
に
国
に
関
係
し
た
こ
と
で
あ
る
」
Ⅲ
そ
う
思
う
②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
③
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
Ⅲ
そ
う
は
思
わ
な
い
⑤
わ
か
ら
な
い
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か
％
、
印
加
加
加
、
学
年
メ
デ
ィ
ア
の
政
治
情
報
は
圧
倒
的
に
国
中
心
で
あ
る
。
地
方
議
員
も
関
連
し
た
い
わ
ゆ
る
「
黒
い
霧
」
も
あ
っ
た
が
、
疑
獄
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
中
心
は
国
レ
ベ
ル
の
政
治
家
で
あ
る
。
未
成
年
で
は
、
意
識
形
成
の
媒
体
は
ほ
ぼ
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
成
人
に
な
る
と
、
地
方
税
、
福
祉
、
交
迦
、
教
育
、
ゴ
ミ
な
ど
、
生
活
の
具
体
的
側
川
で
地
方
向
治
体
と
の
直
接
、
間
接
の
接
触
が
贈
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
と
「
政
治
は
主
に
国
に
関
係
し
た
こ
と
」
を
ク
ロ
ス
さ
せ
る
と
、
政
治
不
信
の
一
つ
の
側
面
が
照
射
さ
れ
る
。
二
・
一
八
図
は
、
「
政
治
は
お
も
に
同
に
関
係
し
た
こ
と
で
あ
る
」
を
「
そ
う
川
う
」
と
積
極
的
に
肯
定
す
る
グ
ル
ー
プ
の
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
の
積
極
的
肯
定
と
積
極
的
否
定
の
比
率
の
推
移
を
示
す
。
高
校
生
に
お
け
る
「
政
治
は
国
に
関
係
し
た
こ
と
」
と
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
は
政
治
を
動
か
し
て
い
な
い
」
と
の
強
い
結
び
つ
き
に
注
目
さ
れ
た
い
。
こ
の
結
び
つ
き
は
中
学
生
か
ら
高
校
政
治
態
度
の
継
続
と
変
雰
（
二
）
（
岡
村
・
松
本
）
二
七
問15-3「政治とは主にIEIに
関係したことである」
／ 
／~｢～－－－－－－－－－， －－－－－￣｢どちらかといえばへ－－－
そう思わない」
卯～
四○歳ムロでは、これが逆転し、否定的意見が多くなる。しかし、五
（Ⅲ） 
印～豹○歳台と六○歳以上では、否定的音心見は減少する。全般的に見ると、
如～佃
中一両校化は政治を国レベルで、有権者は地方レベルまで拡大して考
卯～羽
加～羽える傾向がある。中一同校生のこのような意識は、周囲の情報の受容
３
 
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
公
教
育
で
も
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
２
 
で
も
、
政
治
を
国
中
心
に
考
え
る
こ
と
が
多
い
。
表
現
を
見
て
４
℃
、
地
方
政
治
一両１
で
は
な
く
地
方
自
治
で
あ
り
、
地
方
政
府
で
は
な
く
地
方
ロ
ロ
治
体
（
地
方
公
共
３
 
団体）である。原子力発電所、ゴ、、、処理などで地方のⅢ鼬が脚光を
２
 
あ
び
、
石
腺
慎
太
郎
、
田
中
康
夫
な
ど
の
知
事
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
年
齢
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刎伽ぞ鋤叫１１川１１ⅢⅧｌ川刈１１Ⅲ１１Ⅷ判ｌｊ川１１ⅢＩＩＬ靴怖Ｎプの「一票」を否定する比率は、他のグループよ
り
も
、
と
く
に
高
校
生
と
有
権
者
の
若
年
層
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
高
い
の
で
あ
る
。
高
校
生
の
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
全
体
に
対
す
る
比
率
は
二
○
％
前
後
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
各
学
年
、
年
代
の
標
本
数
も
多
く
な
い
の
で
、
こ
の
側
面
を
あ
ま
り
強
調
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
全
般
的
な
動
き
上
Ｆ
し
て
、
年
齢
と
ルデもに、未成年では「政治Ⅱ国」へと向い、有権者ではその思考から解放されていくことを考えると、二・一八図は、
高
校
生
、
有
権
者
の
若
年
層
の
政
治
不
信
の
一
つ
の
姿
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
政
治
は
お
も
に
国
」
と
考
え
る
こ
と
は
、
政
治
不
信
を
強
め
る
彼
ら
の
意
識
の
整
合
性
を
保
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
２．１８図問１５－３×問１５－１
「政治とはおもに囚に関係したと.
そう思う」のグループの「一票」 の評価
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
〃
』
β
〃
、、←｢-．票・そう思う」の比率、￣￣￣－－、
、
、
､ 夕
、 ジグ、 グ
グ、 グゥ グ夕、 夕、タグ、､ 〃
､夕、 、▲タグ
中 高２０３０４０５０６０
１２３１２３ＩＩＩＩＩ 
２９３９４９５９ 
３０５６３６４８５３４５２５３４２７４８８１ 
「政治とはおもに国に関係したこと・そう思う」
二八
生
に
か
け
て
急
速
に
強
ま
り
、
有
権
者
で
は
年
齢
と
と
も
に
弱
ま
っ
て
い
く
。
「
政
治
と
は
お
も
に
国
に
関
係
し
た
こ
と
で
あ
る
」
Ⅱ
「
そ
う
思
う
」
の
グ
ル
ー
プ
は
多
数
派
で
は
な
い
が
、
こ
の
傾
向
は
無
視
で
き
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
．
票
」
の
価
値
を
否
定
す
る
態
度
は
中
学
生
か
ら
高
校
生
に
か
け
て
急
増
し
、
有
権
者
で
は
減
少
す
る
。
「
政
治
は
国
に
関
係
し
た
こ
と
」
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
も
、
年
齢
に
よ
る
推
移
は
こ
の
単
純
集
計
の
伽
向
に
沿
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
・
一
八
図
に
示
す
グ
ル
ー
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こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
未
成
年
期
に
お
け
る
政
治
意
識
の
形
成
は
、
政
治
家
不
信
、
政
治
不
信
の
墹
大
で
あ
る
。
そ
し
て
、
調
査
に
現
わ
れ
る
そ
の
傾
向
は
、
六
八
年
、
八
九
年
、
九
七
年
と
年
を
追
う
ご
と
に
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
八
年
で
も
、
政
治
体
系
へ
の
支
持
の
人
力
を
高
め
る
方
向
に
意
識
形
成
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
、
有
椛
者
の
政
治
へ
の
信
噸
も
（旧）
決
し
て
一
伺
い
と
は
い
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
結
果
に
体
系
分
析
の
図
式
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
れ
ば
、
日
本
の
政
治
体
系
は
崩
壊
前
夜
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
政
治
家
不
信
、
政
治
不
信
は
、
戦
後
日
本
に
お
い
て
、
い
わ
れ
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
政
治
体
系
が
と
に
か
く
機
能
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
び
と
が
政
治
不
信
を
表
明
し
て
も
、
そ
れ
が
体
系
の
崩
壊
に
つ
な
が
ら
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
支
持
の
入
力
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
る
態
度
と
そ
れ
と
は
反
対
の
態
度
を
対
比
さ
せ
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
た
い
。
こ
の
質
問
は
、
六
八
年
と
八
九
年
に
も
、
小
巾
高
校
生
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
結
果
を
要
約
す
る
。
こ
れ
は
当
然
、
小
学
校
低
学
年
に
は
理
解
困
難
で
あ
っ
て
、
約
半
数
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
調
査
で
も
、
そ
の
比
率
は
、
中
学
生
で
二
○
％
前
後
、
高
校
生
で
一
○
％
前
後
に
低
下
す
る
。
「
同
会
議
員
に
う
っ
た
え
る
」
「
総
理
大
臣
に
手
紙
を
書
く
」
は
全
（旧）
学
年
を
通
じ
て
少
数
で
あ
る
。
「
同
じ
意
見
の
人
と
デ
モ
を
す
る
」
も
き
わ
め
て
少
な
い
。
「
自
分
の
支
持
す
る
政
党
を
応
援
す
る
」
は
や
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
三
（
岡
村
・
松
本
）
二九
問
７
あ
な
た
の
意
見
を
政
治
の
上
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
ど
う
す
る
の
が
も
っ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
Ⅲ
選
挙
で
投
票
す
る
０
国
会
議
員
に
う
っ
た
え
る
０
総
叫
大
臣
に
手
紙
を
書
く
Ⅲ
新
聞
に
投
書
す
る
⑤
同
じ
意
見
の
人
と
デ
モ
を
す
る
Ⅲ
自
分
の
支
持
す
る
政
党
を
応
援
す
る
、
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
⑧
わ
か
ら
な
い
三
政
治
不
信
の
浸
透
度
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２．１９図問７「意見を政治の上に反映させるには」
「選挙で投票する」「むだだ」の比率
1968年・束〕;(，1989年・東京
２
咽
‐
％
帥
如
鈩
刈
卯
、
学
Ｉ
樫
寸
柑
プ
臼
萢
歩
屑
と
ヨ
ノ
ノ
山
了
い
ｆ
と
入
と
多
１
ヵ
ｔ
く
ｊ
ｊ
曲
－
１
１
１
ｆ
よ
り
上
昇
す
る
が
、
そ
の
割
合
は
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
は
、
多
数
派
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
に
か
け
て
着
実
に
増
加
し
、
そ
の
上
昇
率
は
八
九
年
の
方
が
高
い
。
八
九
年
で
は
、
そ
の
差
は
大
き
く
な
い
が
、
中
学
校
二
年
以
上
で
、
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
は
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
よ
り
多
く
な
る
。
二
，
一
九
図
は
、
六
八
年
と
八
九
年
の
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
の
比
率
を
示
す
。
九七年の中高校生を前二回の調査と比較すると、「わからない」は大差はない。「国会議員に訴える」「総皿大臣に
手紙を書く」「新聞に投書する」「同じ意見の人とデモをする」は、全学年を通じて、ほぼ一○％以下である。「自分
の支持する政党を応援する」は五％以下で、八九年よりさらに少なくなる。「選挙で投票する」は一五％以下で、前
一一回より大きく減少する。ここでも、六八年、八九年より未成年の政治不信が拡大していることがうかがえる。有権
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
四ｍ応
８ 
号
三○
３
や
見
ら
れ
る
が
、
六
八
年
で
は
ど
の
学
年
で
も
一
五
％
以
下
で
あ
り
、
八
九
年
に
は
２
さ
ら
に
少
数
で
あ
る
。
「
新
聞
に
投
書
す
る
」
は
六
八
年
で
は
中
学
校
か
ら
高
校
に
高
ｌ
か
け
て
や
や
上
昇
す
る
が
、
一
二
○
％
を
こ
え
る
こ
と
は
な
く
、
八
九
年
で
は
、
大
体
３
 
一五％以下と少ない。
２
 
九
七
年
の
調
査
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
と
「
何
を
６
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
子
ど
も
の
「
選
挙
」
へ
の
反
応
５
 
は
き
わ
め
て
弱
い
。
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
は
、
八
九
年
の
小
学
校
六
年
を
除
き
、
４
 
小３一一一○％をこえることはない。公教育のカリキュラムの影響が考えられる
年読
小
学
校
六
年
を
見
る
と
、
六
八
年
で
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、
八
九
年
で
は
五
年
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２．２０図問７「意見を政沿の｣:に反映させるには」
１％＜「国会識貝に訴える」＜１４％
1％＜「総理大lHIへ手紙」＜7％
３％＜「新ＩｌＩ１に投誹」＜11％
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
の
グ
ル
ー
プ
と
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
の
グ
ル
ー
プ
の
性
格
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
は
、
議
会
制
民
主
政
治
に
お
け
る
も
っ
と
も
正
統
的
な
行
動
様
式
で
あ
り
、
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
は
、
政
治
不
信
、
政
治
か
ら
の
離
脱
を
端
的
に
示
し
、
政
治
態
度
の
両
極
端
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
二
）
（
岡
村
・
松
本
）
一一一一
符合している。
型川川ＩⅧ１１川ｌ川１１川ｌ川’し舛辮る・巾向校生で少数であった「国会議員にうったえる」「総理人
脈に手紙を聿口く」「新聞に投土円する」「同じ意見の人とデモをす
る
」
は
、
有
椛
者
で
も
少
な
い
。
「
選
率
で
投
票
す
る
」
と
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
の
中
学
校
一
年
か
ら
有
権
者
の
高
齢
者
に
い
た
る
年
齢
に
よ
る
推
移
は
、
前
に
見
た
「
い
ま
の
政
治
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
国
民
が
選
挙
で
投
じ
る
一
票
で
あ
る
」
の
動
向
と
1％＜「デモをする」＜１４％
帥～
者では、二○歳（口が高校生と連続する様相を示しつつ、年齢によ
印
～
冊
る
推
移
は
、
中
高
校
生
と
大
き
く
異
な
る
様
相
を
見
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
伽～卿「何をやってもむだだ」は六○歳以上まで減少をつづけ、二○％
訓
～
３
Ｊ
９
 
加～”になる。それに代って増加するのは、「選挙で投票する」と「向
３
 
分の支持する政党を応援する」である。一一一○歳台までは「何を
２
 
やってもむだだ」がＪもっとも多いが、四○歳台以上では「選挙で
一筒１
投
票
す
る
」
が
そ
れ
を
上
ま
わ
り
、
五
○
歳
〈
口
、
六
○
歳
以
上
で
は
四
○
％
３
 
を｝」える。「自分の支持する政党を応援する」は、「選本で投票す
２
 
る
」
よ
り
少
な
い
が
、
着
実
に
上
昇
し
、
六
○
歳
以
上
で
は
一
一
○
％
に
達
す
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２．２１図問７×問１５－１
「意見を政治の上に反映させるには」の「選挙」「むだだ」のグループの「選挙で投じる一粟」の評価
（有権者では「支持する政党を応援する」を加える）
％
、
％
、 Ｂ・高学生
０
０
０
０
０
０
 
６
５
４
３
２
１
 
０
０
０
０
０
０
 
６
５
４
３
２
１
 
Ｎ 
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そう思う」
「どちらかといえば
そう思わない」
「そうは思わない」
「わからない」
「そう思う」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そう思う」
「そうは思わない」
「そう思う」
「どちらかといえば
そう思わない」
「わからない」
選挙で投じる一梁」 ｢政治を1Iillかしているのは、選挙で投じる一票」｢政治をmllかしているのは、
％ 
７０ 
6０ 
０
０
０
０
０
 
５
４
３
２
１
 
「どちらかといえば
そう思う」
「どちらかといえば
そ
う
思
わ
な
い
」
「そうは思わない」
「わからない」
「そう思う」
一
一
一
二
｢政論を動かしているのは、選挙で投じる一票」
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最
初
に
、
「
あ
な
た
の
意
見
を
政
治
の
上
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
ど
う
す
る
の
が
も
っ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
「
い
ま
の
政
治
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
国
民
が
選
挙
で
投
じ
る
一
票
で
あ
る
」
を
ク
ロ
ス
集
計
す
る
。
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
と
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
を
評
価
す
る
こ
と
と
は
、
同
語
反
復
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
両
者
は
強
い
関
連
を
も
ち
つ
つ
、
差
も
ま
た
観
察
さ
れ
る
。
二・一一一図は、「選挙で投票する」と「何をやってもむだだ」の一一つのグループ、有権者ではこれに「自分の支持す
る
政
党
を
応
援
す
る
」
の
グ
ル
ー
プ
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
選
率
で
投
じ
る
一
票
」
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
を
示
す
。
以
下
、
グ
ル
ー
プ
を
「
選
挙
」
「
む
だ
だ
」
「
政
党
」
と
し
、
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
を
．
架
」
と
略
記
す
る
。
中
学
牝
、
高
校
生
、
有
権
者
に
わ
た
っ
て
、
「
選
率
」
と
「
む
だ
だ
」
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
ち
が
い
は
、
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ⅱ
脈
で
あ
る
。
「
む
だ
だ
」
は
．
票
」
の
価
値
を
強
く
否
定
す
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
．
票
」
を
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
積
極
的
に
否
定
す
る
比
率
は
、
中
学
生
で
五
一一％、高校生で六九％、有権者で六七％である。「選挙」のグループでは、それぞれ、一一一％、三○％、一一五％と少
な
い
。
有
権
者
の
「
政
党
」
の
グ
ル
ー
プ
の
分
布
は
、
「
選
挙
」
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
「
政
党
」
の
か
な
り
の
部
分
が
投
票
と
結
び
つ
き
、
日
本
の
政
治
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
政
党
を
応
援
す
る
」
と
い
う
思
考
は
、
叩
高
校
生
に
は
ほ
と
ん
ど
兄
ら
れ
な
い
。
「
む
だ
だ
」
の
グ
ル
ー
プ
の
論
理
は
明
快
で
あ
る
。
問
題
は
、
「
選
挙
」
の
グ
ル
ー
プ
の
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
二・一一一図からわかるように、どの年齢でも「選挙」の分布は「むだだ」の分布と対称になっていない。「むだだ」
が
「
一
票
」
の
価
値
に
つ
い
て
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
積
極
的
否
定
に
集
中
す
る
の
に
対
し
て
、
「
選
挙
」
は
．
票
」
の
価
値
に
「
そ
う
思
う
」
と
積
極
的
肯
定
に
向
わ
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
「
そ
う
思
う
」
と
「
ど
ち
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
を
、
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
を
合
計
し
て
、
つ
ま
り
．
票
」
の
肯
定
、
否
定
で
見
る
と
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
三
（
岡
村
・
松
本
）
一一一一一一
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政
党
支
持
の
具
体
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
〔
Ⅲ
〕
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
政
党
制
全
般
に
つ
い
て
の
問
題
を
考
える。問９の結果は、二・一一二図の通りである。投票経験がない中高校生に「わからない」が多いのは当然であろう。
それでも、「わからない」は、中学校一年の一一一九％から高校三年の一三％へと減少する。「好きな政党」が「ある」の
は
、
中
高
校
樅
で
は
一
○
％
台
で
、
し
か
も
価
ぱ
い
で
あ
る
。
噸
川
す
る
の
は
、
最
初
か
ら
多
い
「
な
い
」
で
あ
り
、
中
学
校
一
年
の
四
三
％
か
ら
高
校
三
年
の
六
七
％
へ
連
続
し
て
上
昇
す
る
。
「
な
い
」
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
二
○
歳
台
の
八
○
％
で
、
有
椛
者
で
は
年
齢
とともに減少し、六○歳以上では三八％である。有権者で増加するのは「ある」で、一一○歳台の一五％から六○歳以
上
の
五
一
％
へ
と
推
移
す
る
。
し
か
し
、
六
○
歳
以
上
を
除
き
、
「
な
い
」
が
有
権
者
で
も
圧
倒
的
に
多
く
、
最
近
い
わ
れ
て
い
る
政
党
次に、
次
は
そ
の
法
学
志
林
鏑
九
十
九
巻
第
三
、
万
三
四
「｜票」の価値についての「選挙」のグループの肯定と「むだだ」のグループの否定がほぼ釣合うのは、六一％と六
四
％
の
中
学
生
で
あ
る
。
高
校
生
で
は
、
三
四
％
と
八
七
％
、
有
権
者
で
は
五
七
％
と
七
七
％
で
あ
る
。
高
校
生
で
は
全
体
の
流
れ
が
．
票
」
に
否
定
的
で
あ
る
の
で
、
「
選
挙
」
の
グ
ル
ー
プ
も
そ
ち
ら
に
流
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
や
や
も
つ
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
有
権
者
で
も
、
「
選
挙
で
投
票
す
る
」
こ
と
は
、
「
政
治
を
動
か
す
」
こ
と
と
そ
れ
ほ
ど
強
く
結
び
つ
か
な
い
。
有
権
者
の
「
選
挙
」
の
グ
ル
ー
プ
で
、
．
票
」
の
価
値
に
否
定
的
で
あ
る
も
の
は
四
一
％
も
あ
る
。
次
に
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
、
政
治
不
信
と
政
党
支
持
と
の
関
連
を
検
討
す
る
。
政
党
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
質
問
が
な
さ
れ
た
が
、
問
９
現
在
、
Ｈ
本
に
は
、
自
民
党
、
新
進
党
、
民
把
党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
さ
き
が
け
な
ど
の
政
党
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
に
は
、
好
き
な
政
党
が
あ
り
ま
す
か
。
Ⅲ
あ
る
②
な
い
０
わ
か
ら
な
い
つである。
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問９「好きな政党がありますか」２．２２図酎釣Ｍ１Ⅱｌｊ川ｌ川ｌ川ｌⅡ１１Ⅷｌ川１１学年成されると考えられるよりは、公共性、公益などが党派性
を超越して主張されることが少なくない。マス・メディア
によく兄られる「国民不在の党利党略」という表現はその一例である。「国民」とは何であるかについて複数の意見
が存在する、それが政党制の基礎であろう。最近のいわゆる無党派の評価も、その既成政党との切断が肯定的に見ら
れるのである。しかし、五五年体制下では、一・五政党制といわれながらも、政党はそれなりに可視的存在であった。
子どもはまず名前を知る、そして、それは、やがて他の政治意識と有意味に結びついていく。六八年の調査では、小
学校六年頃から政党支持と総理大臣の評Ⅲとの間に関連が観察された。すなわち、総理大臣に対して、自民党支持の
（ｕ） 
子どもはそれほど否定的でなく、社会党支持の子どもはより否定的になっていく。いうまでもなく、政党支持の形成
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
三
（
岡
村
・
松
本
）
三五
離れを反映しているといえよう。政党についての意識形成
⑪～ 
印～”
は、未成年では「好きな政党」が「ない」ことを確認して
加～⑬
いく過程であり、有権者になって「好きな政党」を徐徐に
机
～
３
１
９
 
意識するようになる。しかし、「好きな政党」についての
卯～”
意識形成を、このようにライフ・サイクルの面からのみ見
３
 
る》」とには問題がある。
２
 
町
Ｉ
政
党
制
は
、
政
治
制
度
と
し
て
は
受
容
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
３
 
政治文化と適合しているとは必ずしもいえない。こ｝」では
２
 
「
不
偏
不
党
」
が
価
値
を
も
ち
、
党
派
の
机
互
作
用
か
ら
合
意
が
形
学年
年齢
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２．２３図 問７ｘＩＩ９
｢好きな政党」有無の
｢意兄を政治の｣Zに反映させるには」
の「選挙」「むだだ」の比率
％
帥
卯
佃
加
加
川
一一・一一三図は、「好きな政党」の有無から「意見を政
２
 
Ｎ
 
治の上に反映させうＯには」の「選挙」１と「むだだ」を見
るものである。中学生では「ある」「ない」の二つのグループの差はほとんどない。高校生になると、ある程度差が
見られるようになり、「ある」のグループが「選挙」に、「ない」のグループが「むだだ」に傾く。しかし、「ない」
のグループが「選挙」より「むだだ」がはるかに多いのは当然としても、「好きな政党」があってもそれは「選挙」
とそれほど結びつかない。有椛者では、「ある」と「選率」、「ない」と「むだだ」がより川雌に結びつき、一応の雑
合性を見せる。ここで注目すべきは、有権者で「好きな政党」がなくても「選挙」で投票すると考える割合が一一二％
あることである。これは、いわゆる無党派層の基盤の一側面を説明するものであろう。また、投票へ行くという行動
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
節
三
号1１ 橇
一一エハ
「むだだ」』は、有権者になってもつづく。政党支持の世論調査を長
躯哩幟ぃ時系列で検討す』趾、かっては、政党支持、とりわけ
〃↑
「選挙」」自民党支持の加齢効果が認められた。これは、政党が見
「むだだ」』える存在であって可能になる。しかし、九三年の五五年
６
６
生
８妃岬体制崩壊後、政党のイメージは、政党の繰り返される雛
「選挙」」合集散、保守・革新の軸の消滅とともに暖昧になってし
「むだだ」〕。まった。有権者における年齢による「好きな政党」「あ
わ池梁
「選挙」Ｈる」の増加、「ない」の減少は、かっての政党支持の残
る
い
存度を示－していると考えられないであろうか。
あ
な
Hosei University Repository
「意見を政治の上に反映させるには」の「選挙」と「むだだ」のグループの性格をもう少し兄ることにしたい。「選
挙
」
と
「
む
だ
だ
」
の
政
治
家
評
価
で
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
傾
向
は
、
問
旧
Ｉ
（
１
）
「
い
ま
の
政
治
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
国
民
が
選
挙
で
投
じ
る
一
票
で
あ
る
」
と
政
治
家
評
価
と
を
ク
ロ
ス
集
計
し
た
結
果
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
図
を
省
略
し
要
約
に
と
ど
め
る
。
「
む
だ
だ
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
選
挙
」
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
、
政
治
家
に
対
し
て
よ
り
否
定
的
で
あ
る
。
そ
の
差
が
顕
著
に
現
わ
れ
る
の
は
、
「
国
会
議
員
」
Ⅱ
「
信
頼
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
差
が
も
っ
と
も
大
き
い
の
は
中
学
生
で
、
高
校
生
、
有
権
者
と
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
小
さ
く
な
る
。
「
総
理
大
臣
」
Ⅱ
「
信
頼
」
、
「
橋
本
首
相
」
Ⅱ
「
責
任
」
に
な
る
と
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プの差は、「国会議員」より小さい。「何をやってもむだだ」と考えていても、政治家、とりわけ個人である「総理大
臣
」
「
橋
本
首
相
」
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
肯
定
し
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
否
定
的
で
は
な
い
。
政
治
不
信
が
も
っ
と
も
強
い
と
思
わ
れ
る
高
校
生
で
、
「
む
だ
だ
」
の
グ
ル
ー
プ
の
「
橋
本
首
相
」
Ⅱ
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
は
二
％
、
「
あ
ま
り
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
は
一
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
若者の私生活志向、社会への無関心はしばしば指摘される。われわれのデータもそれを示唆している。中高校生に
「あなたは将来どのような人になりたいと思いますか」とたずねると、「しあわせな家庭をつくる人」がもっとも多く、
少差で「自分の好きなようにくらす人」がつづき、「社会のためにつくす人」は少数である。この傾向は、有権者で
も
同
じ
で
あ
る
。
同
じ
選
択
肢
で
「
あ
な
た
に
と
っ
て
理
想
的
な
生
き
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
と
質
問
す
る
と
、
中
政治態度の継続と変容（二）（岡村・松本）
三七
は「ない」と吐
政党ではない。
が、「好きな政党」以外の要因によるところが大きいことも物語っている。高校生、有権者の若年層が「好きな政党」
は
「
な
い
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
実
態
は
政
党
が
見
え
な
い
状
態
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
不
信
を
も
た
ら
す
の
は
、
具
体
的
な
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法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
一
一
一
号
三八
高
校
生
よ
り
「
幸
せ
な
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
」
が
「
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
暮
す
こ
と
」
よ
り
多
く
な
り
、
「
社
会
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
」
は
、
こ
こ
で
も
少
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
び
と
が
「
社
会
の
た
め
」
と
い
う
表
現
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
で
も
「
社
会
の
た
め
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
掲
げ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
巾
高
校
生
も
有
権
者
も
、
社
会
に
目
を
背
け
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
た
と
え
経
済
の
成
長
を
犠
桃
に
し
て
も
、
生
活
環
境
や
同
然
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
「
た
と
え
私
た
ち
の
生
活
水
準
を
落
しても、世界の貧しい人びとを助けなければならない」の二つの意見は、全年齢層を通じて、多数によって肯定され
る。「生活環境や自然を守る」は、中学校一年から肯定が七○％を下まわることはない。簡単のため図では省略した
一一・二四図は、「生活珠境や口然を守る」と「川界の貧しい人びとを助ける」については「そう思う」「どちらかと
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
肯
定
の
合
計
を
、
「
政
治
家
に
ま
か
せ
る
」
に
つ
い
て
は
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
の
否
定
の
合
計
を
示
す
。
問旧（
５
）
「
た
と
え
経
済
の
成
長
を
犠
牲
に
し
て
も
、
生
活
環
境
や
日
然
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
６
）
「
た
と
え
私
た
ち
の
生
活
水
準
を
落
し
て
も
、
世
界
の
貧
し
い
人
び
と
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
問旧（
２
）
「
い
ま
の
政
治
は
む
ず
か
し
い
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
素
人
が
口
出
し
す
る
よ
り
、
政
治
家
に
ま
か
せ
た
ほ
う
が
よ
い
」
Ⅲ
そ
う
思
う
側
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
③
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
Ⅲ
そ
う
は
恩
わ
な
い
⑤
わ
か
ら
な
い
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”川川ｌ剛１１町ｌＩｌＩ１ｌＩｌｌｌＬ靴嚇伽附爪僧を表明し可っ、「蛆ｉ環境や自然」「世界の貧しい
人
び
と
」
に
積
極
的
肯
定
の
態
度
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ク
ロ
ス
さ
せ
て
、
「
い
ま
の
政
治
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
が
選
挙
で
投
じ
る
一
票
で
あ
る
」
か
ら
「
世
界
の
貧
し
い
人
び
と
」
を
見
た
が
、
．
票
」
の
評
価
に
つ
い
て
わ
か
れ
る
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
間
に
大
き
な
差
は
な
く
、
．
票
」
の
価
値
を
積
極
的
に
否
定
す
る
グ
ループが「世界の貧しい人びとを助ける」ことの肯定度が他より低いことはなかった。巾高校生と有権者との差は、
「たとえ経済の成長を犠牲にしても」「たとえ私たちの生活水準を落しても」の但書の理解の差によるところが大きい
と考えられる。中高校生にとって、これらの但書は、生活実感から遠いものであろう。
「いまの政治はむずかしいのだから、私たち素人が口出しするより、政治家にまかせた方がよい」は圧倒的に否定
政治態度の継続と変容（二）（岡村・松本）
三九
問１５－２，１８－５，１８－６
｢政治家にまかせる」否定，「生活環境や自然を守る」
肯定，「111界の貧しい人びとを助ける」肯定の比率
｢政治家にまかせる」
｢そうは思わない」＋「どちらかといえば
》、／~へ ／ 、／‘、 ／ ↑／、‐へ、＿／
｢世界の貧しい人びとを助ける」￣
｢そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」
が
、
中
高
校
生
で
は
、
「
そ
う
思
う
」
の
積
極
的
肯
定
が
「
ど
ち
ら
⑪～ 
帥
～
的
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
消
極
的
肯
定
よ
り
は
る
か
に
多
い
。
有
如～⑭権者になると、消極的肯定の方がやや多くなる。否定は一
加～羽
汕～羽貫してわずかである。「世界の貧しい人びとを助ける」は、
肯
定
が
年
齢
と
と
も
に
や
や
低
下
す
る
が
、
そ
れ
で
も
最
低
は
四
五
３
 
％
で
あ
る
。
否
定
は
巾
学
生
か
ら
高
校
生
に
か
け
て
上
昇
し
、
有
権
２
 
高
ｌ
者では四○％前後になる。｝」の一一つの意見に対して、有権
３
 
者
よ
り
中
高
校
生
の
方
が
よ
り
肯
定
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
治
不
２
 
信
の
年
齢
に
よ
る
推
移
と
は
反
対
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
校
生
は
、
年
齢
学
年
政治不信を表明しつつ、「生活環境や［曰然」「世界の貧しい
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政
治
不
信
、
政
治
家
不
信
に
関
す
る
今
後
の
課
題
と
し
て
、
日
本
の
文
化
、
と
り
わ
け
言
語
体
系
の
性
格
と
の
関
連
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
政
治
意
識
の
国
際
調
査
が
行
な
わ
れ
る
と
、
日
本
人
の
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
欠
除
、
政
治
不
信
の
強
さ
が
述
べ
ら
れ
る
の
が
常
で
（肥）
ある。しかし、その比較には、一一一一口語体系の違いの検討が必要である。金田一春彦は、日本語には「喜び」や「楽し
（Ⅳ） 
さ」を表わす語彙が少なく、反対の「悲哀」「不幸」「苦労」「難儀」の類が多いと述べている。この「悲哀」「苦労」
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
四
○
される。その比率は中学校一年から五○歳（口まで七五％以上で、しかも、そのほとんどは「そうは思わない」の積極
的
否
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
「
国
民
一
人
一
人
」
の
原
理
と
と
も
に
、
広
く
日
本
人
に
共
有
さ
れ
て
い
る
態
度
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
若
者
で
は
、
こ
れ
が
「
選
挙
で
投
じ
る
一
票
」
の
価
値
を
否
定
し
、
「
意
見
を
政
治
の
上
に
反
映
さ
せ
る
に
は
」
「
何
を
や
っ
て
も
む
だ
だ
」
と
考
え
る
態
度
と
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
面
で
は
、
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
政
治
家
に
ま
か
せ
な
い
」
と
い
う
意
識
が
、
一
つ
の
判
断
基
準
と
し
て
、
政
治
不
信
の
背
後
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
徐
徐
に
で
は
あ
る
が
、
有
権
者
に
お
け
る
政
治
不
信
が
弱
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
綜
合
す
る
と
、
政
治
不
信
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
貫
徹
し
て
い
な
い
側
面
が
少
な
く
な
い
と
い
え
よ
う
。
高
校
生
、
有
権
者
の
若
年
層
で
政
治
不
信
の
表
明
が
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
政
治
へ
の
関
心
の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
政
治
不
信
は
、
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
不
信
の
表
明
は
、
い
わ
ば
安
全
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
抵
抗
な
ど
の
連
動
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
の
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
、
不
安
を
示
唆
す
る
情
報
は
あ
ふ
れ
て
い
る
。
将
来
が
見
え
な
い
と
同
時
に
、
現
在
の
政
治
も
見
え
な
い
。
彼
ら
の
政
治
不
信
は
、
そ
の
よ
う
な
不
可
視
的
な
対
象
に
Ⅲ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
不
信
は
、
抽
象
的
、
観
念
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
ので．ある。
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な
ど
は
、
否
定
的
で
な
く
肯
定
的
に
川
い
ら
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
口
己
、
他
者
の
評
価
に
し
て
も
、
直
線
的
評
価
は
少
な
い
。
た
と
え
ば
、
人
間
評
価
で
肯
定
的
に
用
い
ら
れ
る
「
け
な
げ
」
は
「
力
が
な
い
が
全
力
を
つ
く
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
力
が
あ
る
も
のが成功する」ことより評価が高い。われわれの調査で用いた質問も、日本語の意味論的検討が必要であろう。また、
日
本
語
の
意
味
は
、
最
近
で
は
、
年
長
者
と
若
年
層
と
で
は
異
な
っ
て
き
て
い
る
。
年
齢
に
よ
る
回
答
の
差
も
、
こ
う
し
た
日
本
語
の
変
化
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
１
）
『
法
学
志
林
』
第
九
八
巻
第
四
号
本
稿
〔
Ｉ
〕
、
八
九
頁
、
註
（
旧
）
を
参
照
。
（
２
）
外
山
滋
比
古
『
日
本
語
の
論
理
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
、
五
八
頁
。
（
３
）
こ
こ
で
は
比
較
の
た
め
、
六
八
年
と
八
九
年
の
調
査
結
果
の
来
京
の
み
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
小
中
高
校
生
の
「
地
力
の
た
め
」
の
比
率
は
、
中
祁
巾
、
農
村
で
も
来
京
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
（４）「えらい人」を「りっぱな人」に変更した剛巾は、生徒とのインタビューで、「総叫大原は社会的地位はえらいかもしれないが、尊
敬
で
き
な
い
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
本
文
で
見
る
よ
う
に
、
回
答
の
分
布
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。
（５）□口『］ロロロの（・目且］四・戸□の口曰の．屡皀の○亘］Ｑ》のシＢＢの笠・ロ・兎の、】日の国・目い勺・言８］向蔑８。］・葛崔冒３８菖岑言旦の・雪８ｍ⑮‐
＆①員の］（冨口『９＄臼）又、本論文で紹介されている文献を参照。
（
６
）
前
掲
、
本
稿
〔
Ｉ
〕
、
註
（
１
）
で
あ
げ
た
イ
ー
ス
ト
ン
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
ら
の
研
究
を
見
ら
れ
た
い
。
（７）いうまでもなく、これは穂極的否定から積極的肯定への変化を必ずしも意味しない。横極的否定から消極的否定へ、さらに消極的
肯
定
、
積
極
的
問
定
へ
と
い
う
移
行
も
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
デ
ー
タ
で
は
何
と
も
い
え
な
い
。
（
８
）
東
京
祁
選
挙
管
理
委
員
会
編
『
各
種
選
挙
年
代
別
投
票
率
』
一
九
九
八
年
。
（９）ミシガン大学の政治研究センターは、長年にわたって、政治的汀効性感覚を測定する質問として、震ぐ・〔ご巴のＢの。□］ごゴミＳｇ
ｂのＣＤ］の房の日の８コ目ぐの：］の旦呂・日ロ・ョＳのｍ・ぐの日日の日日口のＳ旨、ｍ・葛を川いている。これは、政治雌会に出席する、政党の
募
金
に
応
ず
る
、
議
員
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
投
票
以
外
の
政
治
行
動
の
有
効
性
を
見
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
見
を
否
定
す
る
も
の
政治態度の継続と変容（二）（岡村・松本）
四一
Hosei University Repository
法
学
志
林
第
九
十
九
巻
第
三
号
四二
が政治的有効性感覚が高いことになる。われわれの「選挙で投じる一票」と似ているようであるが、主旨は正反対である。
（皿）三【の口この目冒、：且四・冨己の二の具ご曰のざ言§○百日§、旦壹・｛⑯の。§ｏｎ二⑮昏昏§８ｓ固】ミ言い§＆の：・・庁
（勺円冒・の（・口．ｚ・］・叩可旨・の（・ロロ日ぐのａｑ勺円の⑩の．］ヨト）・ｂｂ・］口や□・
（
Ⅱ
）
有
権
者
の
五
○
歳
台
以
上
が
「
政
治
と
は
お
も
に
国
に
関
係
し
た
こ
と
」
に
よ
り
傾
斜
し
て
い
る
の
は
、
十
五
年
戦
争
、
敗
戦
後
の
杣
国
復
興
な
ど
の
体
験
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
段
階
で
は
推
測
に
と
ど
ま
る
。
（皿）ロ豊ロロ山の庁・Ｐ」、ご§８．恐さ、ざ言８厘目（旨冴（ｐｐｍ］のミ・・ロロ】旨ｚ・］・もＨの日】・９爵］Ｅ①の□）岡村訳『政治分析の基礎』
みすず書一房、一九六八年、Ｑ三・呈巴鳥冒②曾具亘吻＆岑言§旧慧（ｚの司曰・骨］・冒三］の曰伜の。；］三）片岡寛光監訳『政治
生
活
の
体
系
分
析
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
○
年
を
参
照
。
（
Ｂ
）
「
総
理
大
臣
に
手
紙
を
書
く
」
は
、
六
八
年
頃
「
拝
啓
総
剛
大
臣
様
」
と
い
う
表
現
が
流
布
し
て
い
た
た
め
川
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
無
縁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
政
治
家
へ
の
接
触
は
新
し
い
形
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
ｕ
）
岡
村
「
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
」
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学
一
九
七
○
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
四
五
’
九
頁
。
（
旧
）
松
本
『
政
治
意
識
図
説
」
中
公
新
書
、
二
○
○
一
年
、
九
四
頁
以
下
を
参
照
。
（
旧
）
最
近
で
は
、
「
日
米
英
有
権
者
意
識
調
査
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
八
年
一
二
月
二
九
日
。
（
Ⅳ
）
金
田
一
春
彦
『
日
本
語
」
（
新
版
）
上
、
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
年
、
一
九
九
頁
。
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